
決
算
で
は
投
資
対
効
果
を
評

価
す
る
の
だ
が
、
補
助
金
は

有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
？

関根清隆　議員
１　ネット通販で物品購入による経費節約について
２　庁内サーバーからクラウドへの置き換えを提案する
３　適正な補助金・交付金について
４　相続時精算課税制度の対応について
５　健康事業の統合プロジェクトの提案
松浪健一郎　議員
１　�政府が掲げる異次元の少子化対策として、３兆円

以上の予算計上が予定され、子育て世帯が優先的
に入居出来る住宅を、10年間で30万戸作る目標
が掲げられている。これを活用した事業について

２　「子ども誰でも通園制度」について
大賀広史　議員
１　教育行政と子育て支援
２　防犯対策
３　空き家対策
森　利夫　議員
１　「クリーン鳩山」と「道路ふれあい月間」について
２　企業誘致について
３　多世代活動交流センターについて
根岸富一郎　議員
１　町の国民健康保険の財政について
２　鳩山町立幼稚園の給食について
３　町のデマンドタクシーについて

中山明美　議員
１　河川をきれいに
２　安心して集える場（児童館）の設置を
３　GIGAスクール構想のさらなる活用を
野田小百合　議員
１　子育て支援について
２　HPV（子宮頸がん）ワクチンについて
３　プラスチックごみの削減について
４　�住民と共に、『高齢者等に優しい町・街』を
考えてみないか

石井計次　議員
１　地域共生社会の実現に向けた取り組みについて
２　ヤングケアラーについて
３　ふるさと納税について
小鷹房義　議員
１　鳩山町の史跡、十郎横穴墓群について
２　森林総合研究所多摩森林科学園について
日坂和久　議員
１　来訪者を増加させるための町の呼び物について
２　生活しやすい環境の確保について
清水秀幸　議員
１　町の水道事業について
２　指定管理者制度について

　議員は、毎年３月、６月、９月、12月に
開催される定例会で、町政全般に対し質問を
することができます。これを「一般質問」と
いいます。
　本文は質問した議員本人の責任で要約し、
執筆した原稿を掲載しています。一般質問　11議員が質問

町政を問う町政を問う!!

関
根
　
清
隆 

議
員

問 

経
費
節
約
が
で
き
る

ネ
ッ
ト
通
販
に
つ
い
て
、
昨

年
、
町
長
よ
り
前
向
き
に
検

討
し
た
い
と
伺
っ
た
が
、
検

討
結
果
は
い
か
が
か
。

答 

80
万
円
を
超
え
る
競
争

入
札
で
は
町
の
契
約
規
定
・

事
務
決
済
規
定
な
ど
の
た
め

利
用
不
可
。
随
意
契
約
で
も

複
数
社
の
見
積
書
を
取
り
選

定
、
支
払
い
方
法
な
ど
ネ
ッ

ト
通
販
で
は
難
し
い
。
一
万

円
以
下
な
ら
運
用
可
能
。

問 

Ｎ
ＰO

法
人
を
設
立
し
、

ネ
ッ
ト
通
販
と
の
仲
介
と
な

り
見
積
書
な
ど
、
町
の
事
務

規
定
に
対
応
す
れ
ば
可
能
か
。

答 

競
争
入
札
参
加
資
格
者

あ
る
い
は
小
規
模
契
約
希
望

者
な
ど
に
な
れ
れ
ば
可
能
。

問 

シ
ス
テ
ム
経
費
・
管
理
・

保
守
、
デ
ー
タ
保
全
に
ク
ラ

ウ
ド
化（
図
１
）が
有
利
。
ク

ラ
ウ
ド
化
を
提
案
す
る
。

答 

国
の
ク
ラ
ウ
ド
活
用
を

第
一
候
補
と
す
る
基
本
方
針

に
則
り
、
検
討
し
て
い
る
。

住
民
情
報
、
税
情
報
な
ど
の

基
幹
シ
ス
テ
ム
は
既
に
ク
ラ

ウ
ド
に
移
行
済
。
今
年
度
は

メ
ー
ル
も
ク
ラ
ウ
ド
化
し
、

そ
の
他
の
シ
ス
テ
ム
も
リ
ー

ス
期
間
終
了
後
ク
ラ
ウ
ド
化

す
る
こ
と
を
検
討
予
定
。

問 

①
夏
祭
り
、
②
自
治
協

力
団
体
交
付
金
、
③
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
へ
の

補
助
金
・
交
付
金
の
適
正
化

と
監
査
は
ど
の
よ
う
か
。

答 

①
補
助
は
商
工
会
「
納

涼
夏
ま
つ
り
」
の
み
。
鳩
山

Ｎ
Ｔ
は
個
別
の
「
地
域
の
祭

り
」
と
共
同
合
意
さ
れ
て
い

る
。
②
各
町
内
会
・
連
合
会

の
中
で
理
解
と
合
意
を
得
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。③
は「
法

令
及
び
定
款
に
従
っ
て
い

る
」
と
監
査
報
告
さ
れ
て
い

る
。

問 

決
算
後
に
不
用
額
が
出

る
。
人
口
割
で
各
地
域
の
祭

り
に
補
助
金
は
出
せ
な
い
か
。

答 

自
治
協
力
団
体
交
付
金

は
世
帯
数
に
応
じ
た
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

ネット通販で節約を、サーバーはクラウド化
NPO経由で通販も可、クラウド化進行中

ＤＸ／補助金

はとやま議会だよりNo.162　89　はとやま議会だよりNo.162



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

町
が
本
気
で

取
り
組
む
姿
勢
を

異
次
元
の
少
子
化
対
策

に
な
る
か
？

歩
道
に
大
き
く
樹
木
が
繁
茂
し

て
い
る
管
理
不
全
の
空
き
家

大
賀
　
広
史 
議
員

特定空き家の件数は
ゼロだが今年度中に指定したい

空き家対策

少
子
化
対
策

問 

今
年
度
中
に
は
町
内
人

口
１
万
２
０
０
０
人
台
に
突

入
す
る
見
込
み
だ
。
高
校
卒

業
後
、
家
を
出
る
若
い
世
代

の
流
出
が
町
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
社
会
増
の

取
り
組
み
と
し
て
最
終
バ
ス

時
間
の
延
長
を
要
望
す
る
。

答 

交
渉
は
し
て
い
る
が
、

課
題
も
多
い
。
公
共
交
通
会

議
等
で
検
討
し
て
い
く
。

児
童
の
熱
中
症
対
策

問 

暑
さ
先
進
地
域
の
町
と

し
て
、児
童
の
日
傘
登
校（
晴

雨
兼
用
傘
）を
提
案
す
る
。

答 

熱
中
症
対
策
に
有
効
と

考
え
る
。
現
時
点
で
一
律
に

日
傘
を
配
布
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

国
指
定
史
跡
の「
か
ま
あ
と
」

問 

南
比
企
窯
跡
群
と
は
読

み
づ
ら
く
、
親
し
み
が
わ
か

な
い
。「
鳩
山
の
か
ま
あ
と
」

と
し
て
わ
か
り
や
す
く
、
当

時
の
「
か
ま
」
を
Ｃ
Ｇ
等
で

再
現
映
像
資
料
を
作
成
し
て
、

視
覚
に
訴
え
る
よ
う
な
、
見

て
楽
し
い
展
示
室
を
作
り
、

復
元
古
代
窯
や
遺
跡
、
拠
点

を
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
。

答 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
準
備
し
て
い
き
た
い
。

松
浪
健
一
郎 

議
員

「子ども誰でも通園制度」の実現は
前向きに対応したい

子育て政策

問 

政
府
が
掲
げ
る
異
次
元

の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
年

間
３
兆
円
以
上
の
予
算
計
上

が
予
定
さ
れ
、
子
育
て
世
帯

が
優
先
的
に
入
居
で
き
る
住

宅
を
、
10
年
間
で
30
万
戸
つ

く
る
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
活
用
し
て
、
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
に
あ
る
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
の
跡
地
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
て
利
用
で
き
な
い
か
。

答 

町
の
結
論
と
し
て
、
具

体
的
な
内
容
を
検
討
で
き
る

段
階
に
は
な
い
。
ま
ず
、
町

所
有
の
建
物
で
は
な
い
。
仮

に
建
物
を
取
得
す
る
に
し
て

も
、
現
在
、
国
庫
納
付
の
手

続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
段

階
だ
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、
関
東
財
務
局
に
よ
る
現

地
調
査
が
今
年
３
月
10
日
に

行
わ
れ
た
が
、
国
庫
納
付
の

事
務
手
続
き
は
進
ん
で
い
な

い
。

　

つ
ま
り
、
い
つ
頃
建
物
の

売
却
を
行
う
の
か
が
、
分
か

ら
な
い
。
た
だ
、
国
の
支
援

策
の
具
体
的
な
内
容
が
公
表

さ
れ
た
時
点
で
、
実
現
の
可

能
性
も
含
め
て
、
研
究
し
た

い
。

問 

子
育
て
世
帯
が
鳩
山
に

防
犯
対
策

問 

５
月
頃
、
侵
入
窃
盗
が

多
発
し
た
。
住
宅
用
防
犯
カ

メ
ラ
補
助
金
を
要
望
す
る
。

答 

西
入
間
警
察
署
か
ら
の

情
報
で
は
、
空
き
家
に
も
金

員
等
が
あ
る
と
の
情
報
か
ら
、

集
団
に
よ
る
窃
盗
が
多
発
し

て
い
る
よ
う
だ
。
対
策
に
つ

い
て
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
対
策

問 

法
改
正
に
よ
り
、
管
理

不
全
空
家
が
新
設
さ
れ
、
町

が
所
有
者
に
指
導
・
勧
告
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
町

と
し
て
本
気
で
取
り
組
ん
で

も
ら
い
た
い
。
現
在
把
握
し

て
い
る
空
き
家
の
件
数
は
。

答 

調
査
・
整
理
を
し
た
結

果
、
３
４
０
件
だ
。

移
住
し
て
く
る
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答 

今
年
、
子
育
て
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ
た
。

自
然
豊
か
な
中
で
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
作
り
、
移

住
促
進
を
図
り
た
い
。

問 

「
子
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
」
に
つ
い
て
、
当
町
の

保
育
園
で
対
応
で
き
る
か
。

答 

こ
の
制
度
の
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
て
、
子
ど
も
の
育
ち

を
応
援
し
、
良
質
な
成
育
環

境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

全
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
し

て
、
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
関
わ
ら
な
い
形
で
の

支
援
を
強
化
す
る
た
め
に
、

就
労
要
件
を
問
わ
ず
、
時
間

単
位
等
で
柔
軟
に
利
用
で
き

る
新
た
な
通
園
制
度
だ
。
町

内
に
は
私
立
の
保
育
施
設
し

か
な
い
の
で
、
協
力
を
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
今

後
示
さ
れ
る
国
の
制
度
の
内

容
を
確
認
し
て
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

「子ども誰でも通園制度」
が待たれる　ひばり保育園

はとやま議会だよりNo.162　89　はとやま議会だよりNo.162



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

川
の
管
理
は
大
事
で
す

急
激
な
高
齢
化
で
、
農
村
部
の
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩
壊
寸
前
だ
。

早
く
手
を
打
て
！

中
山
　
明
美 

議
員

森
　
利
夫 

議
員

ク
リ
ー
ン
鳩
山
、
道
路
月
間

問 

毎
年
、
ク
リ
ー
ン
鳩
山

は
５
月
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
の
草
刈
り
は
８
月
の
最
初

に
実
施
さ
れ
る
。
炎
天
下
で

の
草
刈
り
は
、
熱
中
症
等
危

険
で
あ
る
。
健
康
を
考
え
時

期
を
ず
ら
せ
な
い
か
。

答 

各
種
活
動
は
気
候
を
配

慮
し
て
、
時
期
を
ず
ら
す
な

ど
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
対

応
し
て
ほ
し
い
。　
　

問 

近
い
将
来
、
少
子
高
齢

化
の
影
響
で
、
地
域
と
し
て

事
業
に
協
力
で
き
な
い
状
況

が
想
定
さ
れ
る
。
町
は
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

問 

地
域
住
民
の
一
部
の
人

は
、
も
う
体
力
的
に
出
ら
れ

な
い
。
町
道
は
町
が
管
理
を

し
て
く
れ
な
い
か
と
、
切
実

な
要
望
が
あ
る
。
今
後
生
活

道
路
の
管
理
を
ど
う
す
る
か
。

答 

生
活
道
路
ま
で
町
が
管

理
す
る
の
は
、
費
用
的
に
困

難
で
あ
る
。
新
た
な
手
段
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問 

多
面
的
機
能
支
援
事
業

補
助
金
を
活
用
し
て
、
生
活

道
路
等
の
管
理
に
補
助
金
が

出
せ
な
い
か
。

答 

農
村
地
域
の
生
活
環
境

の
整
備
や
、
良
好
な
景
観
形

成
に
必
要
な
水
田
や
畑
、
た

め
池
等
の
除
草
作
業
で
あ
れ

ば
、
事
業
対
象
と
な
り
う
る
。

問 

生
活
道
路
の
維
持
管
理

を
続
け
る
上
で
、
適
切
な
制

度
や
補
助
金
は
あ
る
か
。

答 

他
の
市
町
村
の
事
例
を

参
考
に
検
討
す
る
。　
　

企
業
誘
致
（
仮
宿
地
内
）

問 

建
築
形
態
規
制
の
変
更

手
続
き
の
状
況
は
。

答 

８
月
９
日
、
県
の
都
市

計
画
審
議
会
で
審
議
さ
れ
、

告
示
の
手
続
き
を
進
め
て
い

る
。
ま
も
な
く
変
更
手
続
き

が
完
了
す
る
予
定
。

問 

河
川
管
理
は
ど
こ
が
行

っ
て
い
る
か
。

答 

１
級
河
川
は
国
土
交
通

大
臣
、
２
級
河
川
は
都
道
府

県
知
事
、
準
用
河
川
や
普
通

河
川
・
水
路
は
市
町
村
長
が

管
理
す
る
。

問 

町
が
浚
渫
（
し
ゅ
ん
せ

つ
）
等
取
り
組
ん
で
い
る
河

川
は
あ
る
か
。

答 

町
で
は
令
和
３
年
度
か

ら
国
の
緊
急
浚
渫
推
進
事
業

を
活
用
し
て
、
準
用
河
川
の

内
川
と
普
通
河
川
の
唐
沢
川

に
お
い
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

特
例
措
置
と
し
て
令
和
２
年

度
か
ら
令
和
６
年
度
に
限
り

充
当
率
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
、

元
利
償
還
金
に
対
す
る
交
付

税
措
置
率
70
パ
ー
セ
ン
ト
の

地
方
財
政
措
置
の
あ
る
事
業

債
が
活
用
で
き
る
事
業
と

な
っ
て
い
る
。

問 

整
備
の
計
画
は
あ
る
か
。

答 

河
川
の
定
期
的
な
巡
視

を
行
い
、
巡
視
等
で
発
見
し

た
河
川
の
支
障
と
な
る
樹
木

を
含
め
た
阻
害
物
の
撤
去
や

部
分
的
な
浚
渫
、
除
草
業
務

な
ど
を
適
宜
実
施
し
て
適
正

な
管
理
に
努
め
て
い
く
。

　

大
規
模
な
浚
渫
工
事
等
は
、

財
政
面
の
負
担
も
課
題
と
な

る
こ
と
か
ら
、
現
在
活
用
し

て
い
る
緊
急
浚
渫
推
進
事
業

の
よ
う
な
補
助
事
業
等
が
あ

れ
ば
、
活
用
で
き
る
よ
う
に

注
視
し
て
い
く
。

問 

大
橋
川
の
中
に
木
が
生

え
て
い
る
。
災
害
の
と
き
に

危
険
だ
し
、
環
境
も
よ
く
な

い
。
伐
採
は
で
き
な
い
か
。

答 

土
砂
が
堆
積
し
樹
木
が

繁
茂
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。
今
年
度
、
樹
木

を
伐
採
す
る
予
定
で
あ
る
。

問 

鳩
川
の
熊
井
付
近
に
も
、

土
砂
が
た
ま
っ
て
い
る
場
所

が
あ
る
。
去
年
の
７
月
12
日

の
大
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
て
い
る
。
町
の
管
理
で
は

な
い
が
、
何
か
で
き
な
い
か
。

答 

鳩
川
の
浚
渫
工
事
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
今
後
県
に

要
望
し
て
い
く
。

※�

浚
渫
：
河
川
な
ど
に
堆
積
し
た
土

砂
等
を
掘
り
上
げ
る
工
事
の
こ
と

河川の中に木が生えているが
今年度、伐採予定である

河川の管理

高齢化で協力できない場合は

無理のない範囲で協力を願いたい

クリーン鳩山等の今後

道路ふれあい月間中に、地域の人々で草刈り
をした、ため池の現状。

木が生えている大橋川
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

蕨
市
で
は
減
免
が
多
い

安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
よ
う
、
支
援
策
を
充

実
さ
せ
た
い
ね

と
ち
の
き
通
り
歩
道
に
設
置
さ

れ
た
ベ
ン
チ

医
療
費
気
に
し
な
い
で

病
院
へ
行
き
た
い
ね

根
岸
富
一
郎 
議
員

蕨市など国保法77条で減免しているのでは
財政事情はわからない

国民健康保険税

国
保
財
政

問 

被
保
険
者
の
推
移
は
。

答 

22
年
か
ら
24
年
生
ま
れ

の
団
塊
の
世
代
の
被
保
険
者

が
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
へ

移
行
す
る
。
特
に
全
体
の
６

割
を
占
め
る
65
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
前
期
高
齢
者
が
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
移
行
し

て
い
る
。

問 

蕨
市
な
ど
法
定
外
繰
入

は
、
国
保
法
77
条
の
減
免
で

は
な
い
か
。
川
越
、
坂
戸
市
、

越
生
町
は
、
国
保
税
の
引
き

上
げ
で
対
応
。
蕨
市
は
減
免

が
多
い
。

答 

財
政
事
情
は
わ
か
ら
な

が
、
歳
入
不
足
を
補
う
た
め
、

独
立
採
算
制
の
原
則
か
ら
赤

字
解
消
す
べ
き
だ
。

問 

県
で
は
何
年
度
に
、
法

定
外
繰
入
金
が
解
消
す
る
か
。

答 

８
年
度
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
も
の
。

幼
稚
園
の
給
食

問 

小
学
校
と
同
じ
に
考
え

ら
れ
な
い
。
量
と
か
大
き
さ

に
つ
い
て
栄
養
士
の
指
導
が

必
要
だ
。

答 

必
要
量
、
個
数
を
減
ら

す
な
ど
調
整
し
て
い
る
。
給

食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
な

ど
で
意
見
を
求
め
る
。

野
田
小
百
合 

議
員

第2子以降の無償化を
他市町村の状況を考慮し検討

0～ 2歳児保育料

問 

鳩
山
町
で
は
第
３
子
以

降
は
無
償
化
し
て
い
る
が
、

本
年
度
、
該
当
す
る
子
ど
も

の
数
及
び
町
の
負
担
額
は
。

答 

令
和
５
年
４
月
時
点
で

19
人
。
町
の
負
担
額
は
、
試

算
す
る
と
約
２
２
０
万
円
。

問 

第
２
子
か
ら
無
償
化
し

た
場
合
、
町
の
負
担
額
は
。

答 
令
和
５
年
４
月
現
在
44

人
。
年
間
で
約
４
５
０
万
円
。

問 

第
２
子
か
ら
の
無
償
化

を
考
え
な
い
か
。

答 

町
の
財
源
確
保
が
必
要
。

他
市
町
村
の
状
況
な
ど
も
考

慮
し
、
検
討
す
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

問 

庁
内
で
の
マ
イ
ボ
ト
ル

利
用
状
況
は
。

答 

調
査
対
象
職
員
数
が
１

４
７
人
、
利
用
率
は
約
70
％
。

問 

公
共
施
設
等
に
水
道
直

結
型
給
水
器
を
設
置
し
て
い

る
自
治
体
は
。

答 

さ
い
た
ま
市
に
あ
る
事

業
者
が
、
県
内
９
市
と
協
定

を
締
結
し
、
給
水
器
を
設
置
。

マ
イ
ボ
ト
ル
を
推
進
し
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

公
共
施
設
等
に
給
水
器

の
設
置
を
考
え
な
い
か
。

答 

設
置
や
維
持
管
理
に
コ

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

問 

町
外
の
医
療
機
関
に
運

行
で
き
な
い
か
。

答 

埼
玉
医
大
行
き
は
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
代
替
で
、
例

外
的
な
認
可
。
運
行
に
つ
い

て
は
今
後
も
研
究
す
る
。

問 

土
日
運
行
は
、
需
要
が

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答 

１
日
平
均
19
・
１
人
、

今
年
度
は
徐
々
に
増
え
て
い

る
。

問 

町
外
の
入
浴
施
設
に
運

行
で
き
な
い
か
。

答 

協
議
を
行
う
際
に
は
、

近
隣
の
市
町
等
の
利
害
関
係

者
の
調
整
が
必
要
だ
。
か
な

り
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

ス
ト
が
か
か
る
。
導
入
自
治

体
の
状
況
等
を
確
認
し
、
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

ベ
ン
チ
の
設
置

問 

設
置
状
況
は
。

答 

高
齢
者
の
活
動
し
や
す

い
環
境
と
な
り
、
必
要
な
施

設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

通
行
の
妨
げ
、
設
置
費
用
や

維
持
管
理
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。
道
路
上
に
設
置
し

て
い
る
の
は
数
箇
所
の
み
。

問 

ベ
ン
チ
を
設
置
し
て
、

高
齢
者
等
も
安
心
し
て
出
か

け
ら
れ
る
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
な
い
か
。　

答 

道
路
幅
員
も
あ
る
が
、

材
質
の
工
夫
な
ど
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
意
見
交
換
し
な
が

ら
考
え
た
い
。
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

古
代
へ
の

ロ
マ
ン
を
感
じ
る
な
あ

求
め
ら
れ
る
ニ
ー
ズ
の

高
い
返
礼
品
の
開
拓

小
鷹
　
房
義 

議
員

石
井
　
計
次 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問 

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
返

礼
品
と
な
る
特
産
品
の
有
無

で
寄
附
額
が
左
右
さ
れ
る
仕

組
み
。「
制
度
の
存
続
を
含

め
再
考
す
べ
き
」
と
の
声
も

あ
る
。
本
町
の
直
近
３
カ
年

の
収
支
は
ど
の
よ
う
か
。

答 

令
和
２
年
度
の
収
支
は
、

約
３
９
５
万
円
。
令
和
３
年

度
の
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
約

21
万
円
。
令
和
４
年
度
収
支

は
マ
イ
ナ
ス
約
６
３
９
万
円
。

問 

マ
イ
ナ
ス
収
支
は
、
控

除
さ
れ
た
税
が
他
の
自
治
体

に
流
れ
て
し
ま
う
。
直
近
の

税
額
控
除
の
推
移
を
伺
う
。

答 

令
和
３
年
中
は
、
４
４

８
人
、
前
年
度
比
45
％
増
の

控
除
額
約
１
４
６
０
万
円
。

令
和
４
年
は
約
１
６
６
０
万

円
と
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問 

寄
附
の
受
け
入
れ
額
に

対
す
る
経
費
割
合
を
伺
う
。

答 

令
和
４
年
度
の
返
礼
品

調
達
費
用
約
５
７
１
万
円
他
、

運
営
事
業
者
へ
の
委
託
料
な

ど
、
経
費
の
割
合
は
、
49
・
４

％
鳩
山
町
で
は
、
国
の
求
め

る
経
費
割
合
50
％
以
内
の
基

準
を
守
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

問 

現
状
、
マ
イ
ナ
ス
成
長

に
あ
る
。
赤
字
解
消
に
は

ニ
ー
ズ
の
高
い
返
礼
品
の
開

拓
が
求
め
ら
れ
る
。
見
通
し

は
い
か
が
か
。

答 

今
年
度
は
町
内
の
方
に

よ
る
デ
ニ
ム
生
地
を
使
っ
た

ミ
ニ
ラ
ン
ド
セ
ル
も
始
め
た

が
、
な
か
な
か
大
き
く
返
礼

品
の
寄
附
額
に
は
反
映
で
き

て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

問 

南
比
企
窯
跡
遺
跡
（
本

年
、
国
指
定
）
巡
り
。
返
礼

品
と
し
て
は
い
か
が
か
。

答 

鳩
山
町
内
を
案
内
し
、

町
内
の
お
店
で
食
事
す
る
ツ

ア
ー
。
返
礼
品
と
し
て
総
務

省
の
基
準
は
ク
リ
ア
ー
で
き

る
と
思
う
。
あ
と
は
、
南
比

企
窯
跡
群
を
い
か
に
Ｐ
Ｒ
で

き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

鳩
山
町
の
遺
跡
、
十
郎
横
穴

墓
群
に
つ
い
て

問 

な
ぜ
、
何
の
た
め
に
使

わ
れ
た
の
か
伺
う
。

答 

十
郎
横
穴
墓
群
は
、
昭

和
54
年
４
月
25
日
に
、
鳩
山

村
の
指
定
史
跡
と
し
て
指
定

さ
れ
た
。
平
成
２
年
と
平
成

22
年
に
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
、
三
基
の
石
棺
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

問 

い
つ
頃
の
も
の
な
の
か
。

答 

三
世
紀
か
ら
七
世
紀
頃

の
墓
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
南
側
に
向
け

て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

現
在
、
坂
戸
市
入
西
地
区
を

治
め
て
い
た
人
物
と
関
わ
り

が
あ
り
、
一
定
の
地
位
に
あ

る
人
物
の
墓
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

問 

南
比
企
窯
跡
群
と
関
係

が
あ
る
の
か
伺
う
。

答 

調
査
で
は
、
南
比
企
窯

跡
群
と
の
関
わ
り
を
示
す
よ

う
な
遺
物
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
十
郎
横
穴
墓
群
の
埋

葬
者
が
渡
来
人
と
仮
定
す
る

な
ら
ば
、
南
比
企
窯
跡
群
の

成
立
・
運
営
に
関
わ
っ
た
人

物
の
墓
で
あ
る
可
能
性
は
十

分
考
え
ら
れ
る
。

森
林
総
合
研
究
所
多
摩
森
林

科
学
園
に
つ
い
て

問 

赤
沼
実
験
林
の
現
在
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

元
は
国
有
林
で
、
昭
和

９
年
か
ら
林
業
試
験
場
と
し

て
試
験
栽
培
が
開
始
さ
れ
た
。

現
在
は
国
立
研
究
開
発
法
人

森
林
研
究
整
備
機
構
が
所
有

す
る
森
林
総
合
研
究
所
多
摩

森
林
科
学
園
赤
沼
実
験
林
と

し
て
管
理
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
。

問 

町
と
の
共
同
事
業
を
研

究
所
で
行
っ
て
み
て
は
。

答 

現
在
桜
に
よ
る
観
光
振

興
に
関
し
て
は
、
鳩
山
高
校

と
連
携
し
た
ハ
ト
ミ
ラ
イ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
町
内

の
公
共
施
設
な
ど
に
フ
ク
シ

マ
ザ
ク
ラ
等
の
植
樹
を
実
施

し
て
い
る
。

十郎横穴墓群は町の財産
鳩山を多くの方に売り出そう

町の財産

町の収支はどのようか

令和４年度、約６３９万円の赤字

ふるさと納税

鳩
山
町
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の

１
例
（
盛
り
だ
く
さ
ん
セ
ッ
ト
）

草が繁茂している林業試験場
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町
政
を
問
う

町
政
を
問
う
　
　
一
般
質
問

生
活
に
必
要
不
可
欠
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
！

今
ま
で
の
憩
の
場
を
活
か
し

つ
つ
、
新
し
い
感
覚
も
取
り

入
れ
た
エ
リ
ア
に⋯

⋯

整
備
時
の
補
助
金
の
縛
り
は

無
く
な
っ
て
い
る
農
村
公
園

清
水
　
秀
幸 
議
員

水道代、各地で値上げ・料金改定は
現在、料金改定の予定はない

今後の水道事業

問 

各
地
で
水
道
料
金
の
値

上
げ
実
施
や
検
討
が
相
次
い

で
い
る
中
、
鳩
山
町
の
水
道

料
金
の
見
込
み
と
方
針
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答 

当
町
の
水
道
料
金
の
見

込
み
と
し
て
は
、
人
口
減
少

と
と
も
に
水
需
要
が
減
少
し
、

水
道
料
金
収
入
も
減
少
し
て

い
る
。２
０
２
０
年
策
定「
第

２
次
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
で
示

す
通
り
、
現
状
の
料
金
水
準

を
継
続
す
る
場
合
で
、
収
益

収
支
は
２
０
２
２
年
で
す
で

に
赤
字
。
今
後
の
水
道
料
金

は
、
経
費
削
減
と
設
備
更
新

の
工
事
等
を
抑
制
し
、
適
正

な
資
金
残
高
を
確
保
す
る
事

業
運
営
に
努
め
る
こ
と
で
、

現
行
の
料
金
水
準
を
維
持
す

る
。
現
在
、
料
金
改
定
の
具

体
的
な
プ
ラ
ン
は
な
い
。

問 

今
後
、
水
道
事
業
の
経

営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
中
、

水
道
設
備
・
管
路
の
更
新
や

修
繕
費
に
必
要
な
財
源
確
保

に
つ
い
て
、
ど
う
賄
う
の
か
。

答 

こ
れ
か
ら
の
施
設
・
設

備
の
更
新
の
財
源
と
し
て
は
、

将
来
世
代
に
過
度
な
負
担
と

な
ら
ぬ
よ
う
自
己
財
源
及
び

事
業
規
模
に
見
合
っ
た
企
業

債
を
組
み
合
わ
せ
て
確
保
す

日
坂
　
和
久 

議
員

エリアのあり方を見直しては
役割を終えた施設は条例廃止が必要

農村公園エリア

窯
跡
群
の
活
用
と
農
村
公
園

問 

農
村
公
園
を
、
国
指
定

史
跡
と
連
結
さ
せ
た
エ
リ
ア

の
位
置
づ
け
に
し
て
は
。

答 

役
割
を
終
え
た
よ
う
な

公
共
施
設
は
設
置
条
例
を
廃

止
す
る
必
要
が
あ
る
。　

問 

親
水
施
設
が
使
用
不
能

だ
。
今
後
ど
う
す
る
。

答 
莫
大
な
改
修
費
用
が
か

か
る
。
何
も
で
き
な
い
。

問 

活
性
化
施
設
を
民
間
に

貸
し
出
し
、
町
が
賃
借
料
を

得
る
形
態
は
い
か
が
か
。

答 

国
の
政
策
で
は
、
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
と
し
て
可

能
と
さ
れ
て
い
る
。

商
工
会
納
涼
夏
ま
つ
り

問 

打
上
花
火
が
好
評
だ
。

感
想
を
伺
う
。

答 

打
上
時
間
を
長
く
す
れ

ば
も
っ
と
良
く
な
る
。

問 

規
模
拡
大
で
町
の
呼
び

物
に
し
た
い
が
、
町
の
協
力

は
い
か
が
か
。

答 

主
催
の
商
工
会
で
検
討

し
て
も
ら
い
、
町
が
協
力
す

る
姿
勢
で
あ
り
た
い
。

問 

経
費
確
保
の
た
め
、
寄

附
型
ク
ラ
フ
ァ
ン
等
、
町
の

持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
だ
。

答 

で
き
る
範
囲
で
、
財
政

支
援
・
人
的
支
援
に
取
り
組

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

問 

水
道
事
業
の
財
政
問
題

は
他
自
治
体
も
同
様
で
、
水

道
法
改
正
に
よ
り
、「
水
道

事
業
広
域
化
」
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
鳩
山
町
に
お
い
て

も
経
営
基
盤
の
強
化
と
安
全

な
水
を
安
定
供
給
す
る
た
め
、

早
急
に
水
道
事
業
の
広
域
化

を
推
進
す
る
た
め
の
具
体
的

な
行
動
に
入
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
町
長
の
考
え
は
。

答 

比
企
ブ
ロ
ッ
ク
の
場
合

と
毛
呂
山
、
越
生
の
広
域
連

携
を
図
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
で
、
具
体

化
に
向
け
て
の
課
題
は
あ
る

が
、
広
域
化
の
検
討
は
必
要

と
考
え
て
お
り
、
町
に
と
っ

て
デ
メ
リ
ッ
ト
に
な
ら
ぬ
よ

う
な
広
域
化
で
あ
れ
ば
、
前

向
き
に
検
討
し
た
い
。

む
。

防
災
行
政
無
線

問 

総
務
省
は
「
聞
こ
え
な

い
」
対
策
と
し
て
、
戸
別
受

信
機
を
推
奨
し
て
い
る
が
。

答 

財
政
的
に
困
難
だ
。

い
じ
め
防
止
対
策

問 

小
学
校
の
い
じ
め
認
知

件
数
が
大
幅
増
だ
が
。

答 

４
年
度
は
、
初
期
段
階

の
対
応
強
化
で
、
看
過
さ
れ

て
い
た
も
の
を
把
握
し
た
。

廃
棄
物
不
法
投
棄

問 

４
年
度
は
件
数
増
だ
。

民
有
地
の
不
法
投
棄
廃
棄
物

撤
去
に
補
助
は
あ
る
の
か
。

答 

現
制
度
で
は
補
助
で
き

な
い
。

水を大切に使いましょう。
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